細胞生命科学の教科書のまとめ

・第１１章（p１２３〜p１４２が該当）

1． 生体膜は、リン脂質を主要構成成分とする脂質二重層膜からなり、その膜の中には多くの種類の機能的なタンパク質が組み込まれている。

2． 細胞膜は細胞と外界を隔てる役割を果たし、ほとんどの物質に対して不透過性である。それゆえ、細胞膜には、外界と細胞内との間の物質の輸送を行うための特別なしくみが存在する。その他に、細胞膜には、外界の情報を細胞内伝達するタンパク質も存在する。

3． 真核細胞では、核膜や小胞体などのように、膜で区画された構造が細胞内に発達している。これらの構造は真核細胞の細胞機能の効率化やより複雑な機能を可能にしている。

4． 真核細胞には独自のDNAやタンパク質合成系をもった細胞内小器官であるミトコンドリアや色素体が存在し、細胞のエネルギー産生のために働いている。

5． 真核細胞の細胞質には細胞骨格と呼ばれる三種類の繊維構造が存在している。それらは形態の維持、細胞運動、細胞内輸送などに重要な役割を果たしている。

6． 動物の組織には、コラーゲン繊維を中心とした細胞外基質が分泌されていて、それらは動物の組織構築に重要な働きをしている。

7． 動物細胞では、細胞同士の接着が組織構築に重要な役割を果たしている。その細胞接着は、細胞同士を結びつける役割とともに、細胞間における情報の伝達も行っている。


・第１２章（p１４３〜p１５６が該当）

1． 真核細胞には、膜で区画された各種の細胞内小器官が存在し、それらの間における物質の輸送システムが発達している。膜区間の間におけるタンパク質や膜成分の輸送は、輸送小胞と呼ばれる小型の小胞により行われている。

2． 膜結合リボソームで合成された分泌タンパク質や膜タンパク質は、粗面小胞体で品質管理を受けてからゴルジ体に送られ、そこで糖鎖の修飾や輸送先の選別などが行われる。

3． 荷物を詰め込んだ輸送小胞が標的膜と間違うことなく結合できるのは、輸送小胞と標的膜に存在するSNAREタンパク質同士の選択的なペアの形成が重要な役割を果たしているからである。

4． 核、ミトコンドリア、葉緑体、ペルオキシソームなどの細胞内小器官に輸送されるタンパク質が遊離リボソームで合成された後、目標の細胞内小器官に間違わずに取り込まれるのは、それらのタンパク質に行き先を示すシグナル配列（特別なアミノ酸配列）が含まれているからである。

5． 細胞には、外部からの養分の取り込みや、大型の分子や異物を取り込むエンドサイトーシスが存在する。取り込まれた物質はゴルジ体から輸送されてくる酸性加水分解酵素により分解される。

6． 真核細胞では、合成されたさまざまな物質が、エキソサイトーシスと呼ばれる輸送機構で細胞外に分泌されている。

7． 細胞には、異常になった細胞内小器官などを分解処理するためのオートファジーと呼ばれるしくみが存在する。

・第１３章（p１５８〜p１６８が該当）

1． すべての生物の細胞は細胞分裂を繰り返すことにより増殖する。

2． 細胞周期では、M期→G１期→S期→G２期（→次のM期）というように一方向的に回転する。

3． M期では染色体の分配が起こる。詳しく見ると前期、前中期、中期、後期、終期に分かれ、その後細胞質分裂へと続く。

4． G１期では、細胞増殖に向かうかどうかを決定している。

5． 一回の細胞周期において遺伝情報の倍加はＳ期においてのみ、それも一度しか起きない。

6． G２期では、M期に進行してよいかどうかをチェックしている。

7． 細胞周期では細胞周期エンジンと呼ばれる制御因子が中心になって働いている。

8． 細胞周期エンジンの分子レベルでの正体はサイクリン／CDK複合体である。

9． 細胞周期の時期ごとに発現するサイクリンには、G１／S期サイクリン、S期サイクリン、M期サイクリンが知られている。

10． 細胞周期の次のステップに進んでよいかどうかをチェックしたうえで細胞周期は進行する。DNA未複製チェックポイント、DNA損傷チェックポイントなどがその例である。

11． 細胞増殖開始にはG１期サイクリン／CDK複合体などの正のシグナルとCKIなどの負のシグナルが関与している。

・第１４章（p１６９〜p１７８が該当）

1． 細胞が外界の情報を細胞内に伝え外界に適応して反応する際の一連の情報の流れは、シグナル伝達のメカニズムによってコントロールされている。生物が起こす反応にはすべてシグナル伝達が関与している。

2． シグナルは細胞表面にある受容体タンパク質で感知される。一部の受容体は細胞内にある。

3． 細胞膜に種々のシグナルを伝えるものを一次メッセンジャーという。これに対して細胞内でのシグナル伝達を担う分子を二次メッセンジャーと呼ぶ。

4． シグナル分子と受容体はランダムに結合するのではなく、組み合わせが決まっている。

5． 細胞内のシグナル伝達は主に、リン酸化、Gタンパク質、低分子二次メッセンジャー、タンパク質分解の４つの手段で伝えられる。

6． 二次メッセンジャーには、サイクリックAMP、カルシウムイオン、イノシトール三リン酸などがある。いずれも細胞質内に拡散してシグナルを伝達する。

7． ホルモンは個体の恒常性を維持するための内分泌物質であり、シグナル分子として働く、ホルモン同士で拮抗する作用が有るものの存在が知られており、互いにフィードバック調節を受けている。

8． 細胞が予定された運命に従って積極的に死ぬ現象は、プログラム細胞死またはアポトーシスと呼ばれ、生物の発生過程やホメオスタシスのためには必須のプロセスである。

9． 増殖因子は一次メッセンジャーとして、細胞の成長、増殖に関与する因子である。

・第１５章（p１７９〜p１８８が該当）

1． 細胞間のシグナル伝達の入り口は受容体であるが、おおまかには、主に細胞質に存在する酵素型受容体、Gタンパク質共役型受容体、チャネル型受容体、そして主に核内に存在する転写因子型受容体の４種類に分類できる。

2． 伝達されたシグナルは短期的にはタンパク質の機能を変化させ、細胞の構造と機能を変化させる。長期的には遺伝子の転写を変化させて増殖や分化、さまざまな機能を変化させる。

3． シグナル伝達経路は複雑に交差しており、一つの分子に対して一つの機能というような単純な対応はない。あるシグナルがどのような結果をもたらすかはほかのシグナル伝達経路の状態の影響を受けながら決まる。

4． がん細胞は増殖のシグナル伝達機構にかかわるタンパク質に変異が生じる、あるいは、増殖を抑制するタンパク質が機能を失うことで、自律的に増殖する。

・第１７章（p２０２〜p２１４が該当）

1． アクチンとミオシンによる運動は、筋細胞の収縮のみならず、一般の細胞の移動運動、収縮運動、形態変化、細胞内輸送などの幅広い機能に関与している。

2． モータータンパク質のミオシン、キネシン、ダイニンはATPを消費しながら細胞骨格繊維上を移動する分子で、細胞骨格繊維に沿って物質の運搬を行っている。しかも、それらが細胞骨格上を移動する方向は決まっている。

3． 静止状態の細胞には、細胞質側がマイナスの数十mVの電位差（静止膜電位）が細胞膜を隔てて発生している。この膜電位の発生には主としてカリウムイオンが関与している。

4． 神経細胞の興奮とは、膜電位依存性のナトリウムイオンチャネルとカリウムイオンチャネルにより引き起こされる一過性の膜電位の変化のことで、その膜電位変化は活動電位と呼ばれている。

5． 感覚細胞と神経細胞、神経細胞同士、そして、神経細胞と筋細胞などの間における活動電位の伝達はシナプスにより行われる。化学シナプスでは、シナプスから分泌された神経伝達物質を介して、相手の細胞に興奮が伝達される。

・第２１章（p２５２〜p２６８が該当）

1． 生物は外部環境からある程度独立した独自の内部環境をもつ。

2． 外部環境の変化に対して内部環境の恒常性を保つ生物の働きをホメオスタシスと呼ぶ、ホメオスタシスは体温、血糖値、体液量と組成などさまざまな面でみられる。

3． 外部環境の変化は受容体で感知され、中枢神経系に送られた後自律神経系（交感神経系と副交感神経系）が緊急的に対応する。

4． 神経系の次に働くのが内分泌系である。内分泌系のメッセンジャーであるホルモンはほぼすべての組織で見つかっており、血液を介して作用するだけでなく局所的にも作用する。

5． 免疫系を運営するのは骨髄由来で分化しながら体内を移動し、特定の局在性を示す複数の種類の免疫細胞であり、複数の細胞との出合いと移動を鶏もつ免疫器官が免疫系の成立と免疫応答の制御に重要な役割を担っている。

